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【背景・目的】本学の連携科目である「連携総合ゼミ」は

連携教育の集大成となる 4 年次の演習科目である。本学の

教員・学生の他、大学間連携により新潟薬科大学や日本歯

科大学、日本歯科大学短期大学、新潟リハビリテーション

大学に加えて近年国際化も進み、フィリピンや台湾などア

ジア諸国からの参加者による英語発表が実施されている。 
海外参加者の本学での経験が自国でどのように生かさ

れ IPE の浸透につながっていくのかについて今後調査を

行うことを前提に、本研究ではアジア地域における IPE
に関する論文をいくつか取り上げ、どのような IPE が実

施されているのか、内容を分析しアジア諸国における IPE
の実践状況について考察する。 
 
【方法】海外論文の検索のため医学分野における代表的な

データベースである「MEDLINE:PubMed」を使用し、キ

ーワードは「 Inter-professional Education 、 Asia 、

IPEUniversity」で検索し、すべてフルテキストとした。 
さらに検索された論文の 11 の大学の HP に入り検索欄

に「IPE」といれて大学としての取り組みの有無を調べた。 
 
【結果】検索された論文数は 26 件で、内容を分析し、IPW
や卒後教育に関するもの、大学が主体でないものを除いた

11 件を研究対象として抜粋した（表 1）。年度制限はして

いないが文献は 2013 年～2018 年に刊行されていた。 
国別では、インドネシアが 3 件と最も多く、シンガポー

ル、台湾、イランが各 2 件、イスラエル、中国が各 1 件で

あった。IPE の評価に関する研究が 6 件（文献 3、4、5、
6、8、9）と最も多く、特に RIPLS：Readiness for 
Interprofessional Learning Scale Parsell & Bligh（1999）
を使用したものが 4 件含まれていた。インドネシアではイ

ンドネシア版を作成している。その他は IPE のトレーニ

ングツールや IPEインストラクター訓練のためのコース、

IPE 実践に有効な PBL 学習、IPE のコアカリキュラム化

に関するものと、IPE の効果に関するシステマティックレ

ビュー各 1 件であった。各大学の HP 検索欄で IPE でア

クセスできたのはシンガポール国立大学のみであった。 
 
【考察】IPE の総合的な評価スケールである RIPLS は本

学の連携総合ゼミでも使用し、連携レディネスを測定する

ためのスケールであるが、近年は尺度の信頼性、妥当性に

問題があることも指摘され、現在アウトカム評価の尺度開

発がわが国でも進んでいる。本学も評価の再検討の時期に

来ており検討していく必要があると感じている。 

アジアの大学ランキングで 1 位のシンガポール国立大

学は 2013 年に IPE の全学科共通 IPE コアカリキュラム

化に向けて動き出し 2 年後には学生主体の IPE ワークシ

ョップを医学と看護学科の学生を対象に開催している。ま

た、HP 上からも IPE が導入され、普及していることがわ

かった。医学、歯学、看護、薬学、社会福祉の学生による

IPE 演習がカリキュラムに組まれ実践されている。また、

看護学部では独自にシミュレーション連携教育を取り入

れ主として医学部と連携しトレーニングを実施している。

その他、大学間連携により仮想環境に保健医療専門職がア

バターとして入り 3 次元バーチャル空間で演習するバー

チャルシミュレーショントレーニングも実践されている。

参加学生は医学、看護、理学、作業、薬学、社会福祉で仮

想病院でのトレーニングを積んでいる。かつて英国のセン

トジョージ大学や、シェフィールド大学で見学した IPE
が現在この大学でそのまま受け継がれ実践されているこ

とが分かった。専門職も年々、多職種に拡大されている。 
 香港大学ではTBLによる IPEプログラムの開発に取り

組み、学生も医学、看護、薬学、社会福祉を対象としてい

る。医学、看護、薬学が多い中、シンガポール国立大学同

様に福祉系の学生が含まれているのは注目に値する。台湾

のチャングン大学では多職種の参加者でナラティブメデ

ィスンプログラムを実施している。 
 
【結論】IPE はアジアの公立大学を中心に進展目覚ましく、

近年では医学、看護だけではなく多職種に拡大されつつあ

ることが確認された。 
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